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自分のワク
今日は岩下栄次先生が著した『人間論・人間関係論』（全日本カウンセリング協会）か

らの紹介です。“皆さんの眼に映っている像は、一人一人違うのだよ”と話したら、信じ

ますか。言い方をかえると、私たち一人一人は自らの“枠”“色眼鏡”を通した映像が目

に映っているのです。それが、評価に大きな差を与えてしまっているのです。例です。

Ａさんに「○○のパンは美味しいよ。」と、Ｂさんに「○○のパンは美味しくないんだ。」

とそれぞれ情報を伝えた上

で、同じパンを見てもらいま

す。見た感想は前の情報が影

響し、Ａさんには美味しそう

に見え、Ｂさんには美味しそ

うに見えないのだそうです。

また、事前に報道や友達から

得た情報で、見方が決まって

しまっていたら、目の前の事

実を正しく評価できないとい

います。前情報に影響されず

に、自らの眼で、正しく見て

判断することと、人は自らの

“枠”でものごとを判断しや

すいことを覚えておく必要が

ありそうです。

祝《令和３年度英語スピーチコンテスト
県議会議長賞等を受賞》

令和３年度第58回英語スピーチコンテストが開催され、本校の青柳さんが県議

会議長賞受賞を、中柴さんが茨城県国際教育研究協議会賞を受賞しました。

おめでとうございます。


